
 

発行・問合先  釜石労働基準監督署  電話 0193-23-0651  

 
現場内に日陰を作る目的でタープテン

トの設置、腰を下ろして休める椅子（現
場発生材を利用）を設置、常時水分補給
を行えるようウォータージャグも設置し
ています。 

体温の上昇を緩和させるため作業員全
員に電動ファン付きクールベストを配付
し適宜使用し、暑さの厳しい時は 1 時間
に 1 回 15 分の休憩を取っています。 

また、現場代理人に対し、WBGT 基準
値を元にした作業中止基準や休憩時間の
設定教育を行い現場での実施の徹底を図
っています。 

法面にグリーンネットを設置し、落石
による災害防止も行っています。 

下草刈払いや伐木作業など、蜂と遭遇
する可能性が高い 
作業の時は、殺虫剤
スプレーを携帯し
ています。 

     

       釜石労働基準監督署からのお知らせ 
 

1  熱中症対策（取組事例） 

建設業協会釜石支部、遠野支部様の協力を得て、店社や各現場の熱中症対策の事例を収集しました。
これからが夏本番︕︕、各社とも組織的な熱中症対策をお願いします。  
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会社全体として、朝礼時に熱中症の

注意喚起をし、現場事務所、作業員休憩
所へはエアコン、扇風機を設置してい
ます。 

現場では、WBGT のチェ
ックモニターを設置し、水分
補給タンク及びクーラーボ
ックスを常備しています。 

また、熱中対策応急セッ
ト、冷却スプレーも常備して
います。 

 

佐藤工業株式会社 

 
 一年を通して、朝礼前に全員で体調管理
（体温、血圧、アルコール）のチェックを
し、記録表に記入した後、一日の仕事を始
めています。朝礼時のミーティングで全員
の顔色を確認し、自ら日誌に「良」「悪」
を記入することで体調管理を意識するよ
うになっています。 

現場詰所をクーラーで涼しく保ち熱中
症対策キット、AED などを常設していま 
す。ハーネスの下に着用できるタイプの空調ベストを支給し
たところ、高所作業でも使用出来て、涼しく汗が乾きやすく
快適だと好評です。 

JR の除草、森林管理従事作業者には、蜂の抗体検査を実施
しています。作業には蜂撃退スプレー、ポイズンリムーバー 

                 を携帯しています。 

株式会社青紀土木 

 
5 月 31 日開催の安全

大会では熱中症予防につ
いて教育を行いました。 

現場事務所の蛍光灯をLED型に取替
え省エネと室内温度の上昇を抑えてい
ます。また、安全掲示板に今日の熱中症
の危険度合いを表示し、注意喚起をし
ています。各現場では、空調ジャケット
を配付して作業を行っています。交通
誘導箇所には、日傘を設置し直射日光
を防いでいます。蜂刺され注意が必要
な作業員には医療機関での診断を受け
て、エピペンを携帯させています。 

建設現場で必要とされる特別
教育などは、自社で教育できる
よう資格者を養成し、必要に応
じて教育し、未受講者が作業に 
従事しない
よう工夫し
ています。 

株式会社テラ 株式会社藤原組 

 
株式会社山長建設 

冷却シート 

熱中症計 

日傘 

電動ファン付きクールベスト 

LED 蛍光灯 

落石防止ネット 

始業前、昼休憩、終業後 

1 週間で管理 
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２ 労働災害発生状況  

【6 月届出の災害事例】 
会社の倉庫で、脚立を畳んだままの状態で、梯子のように壁に立てかけ上り始めたところ、2～3 段目

で足を踏み外して転落し、右足捻挫で休業見込み 1 か月。 
脚立を梯子として使用する場合は、開いて、ストッパーを掛け、使用すること。 

３ 第 14 次労働災害防止計画の概要  
8 月号では、8 つの重点対策のうち、（7）を紹介します。 

（7）労働者の健康確保対策の推進 
ア メンタルヘルス対策 

ストレスチェックの実施にとどまらず、ストレスチェックの結果をもと
に集団分析を行い、職場環境の改善を実施する。 職場のハラスメント防止対策に取り組む。 

イ 過重労働対策  
長時間労働者への医師による面接指導や、産業保健スタッフ（保健師、看護師等）による相談支援を受ける

よう勧奨等する。 
ウ 産業保健活動の推進 

事業場の状況に応じて必要な産業保健活動を実施する。治療と仕事の両立において、支援を必要とする労
働者が申し出しやすいよう、職場環境の整備や両立支援コーディネーターを活用した円滑な支援を図る。 

４ トラックの荷役作業時の規則の改正（R5.10.1 施行） 
（１）昇降設備について（安衛則第 151 条の 67 関係） 

荷を積み卸す作業を行うときに、昇降設備の設置義務の対象となる貨
物自動車について、最大積載量が 5 トン以上のものに加え、2 トン以
上 5 トン未満のものが追加されます。 

「昇降設備」には、踏み台等の可搬式のもののほか、貨物自動車に設置されている昇降用のステップ等
が含まれます。なお、昇降用ス
テップは、できるだけ乗降グリ
ップ等による三点支持等により
安全に昇降できる形式のものと
するようにしてください。 

 
（２）保護帽について（安衛則第 151 条の 74 関係） 

荷を積み卸す作業を行うときに、労働者に保護帽を着用させる義務の対象となる貨物
自動車について、最大積載量が 5 トン以上のものに加え、以下のものが追加されます。 
① 最大積載量が 2 トン以上 5 トン未満の貨物自動車であっ

て、荷台の側面が構造上開放されているもの又は構造上開
閉できるもの（平ボディ車、ウイング車等）。 

② 最大積載量が 2 トン以上 5 トン未満の貨物自動車であっ
て、テールゲートリフターが設置されているもの（テールゲートリフターを使用せずに荷を積み卸す作
業を行う等の場合は適用されません）。 

【令和５年 6 月末現在 （前年同期と比較して 22 件（40.7％）の減少）】  
休業 4 日以上の労働災害 ３２件（コロナ 2 件含む）（前年同期５４件（同 7 件）） 
死亡災害 ０件（同２件） 

（1）自発的に安全衛生対策に取り組むための意識啓発 
（2）労働者の作業行動に起因する労働災害防止対策の推進 
（3）高年齢労働者の労働災害防止対策の推進 
（4）多様な働き方への対応や外国人労働者等の労働災害防

止対策の推進 
（5）個人事業者等に対する安全衛生対策の推進 
（6）業種別の労働災害防止対策の推進 
（7）労働者の健康確保対策の推進 
（8）化学物質等による健康障害防止対策の推進 

8 つの重点対策 

三点支持 
可搬式の踏み台等の例 望ましい 墜落のリスクが高い 

ウイング車  

平ボディ車          建機運搬車            バン 

アーム式            垂直式            後部格納式         床下格納式 


